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広
報

限界に挑戦“鉄人”201人！
抖

の
い
ち
じ
る
し

さ
は

空
の
碧
を

つ
ん

ざ
い
て

横

に
な

が
れ

た
白

い
雲

だ

り

ん
り

ん
と

か
な
し

い
し
ず

か

な
雲

だ

”

詩

人
・
八
木
重
吉

が
う
た
っ

た

秋

の
雲

を
、
正

々
、
確
認
で
き

る

今
日

こ
の
頃
で
あ

る
。

二

十
四

節
気

は
「
寒
露
」

十
月

八
日
頃

で

、
気

候

が
寒
く

、
露

が

冷

た
い
時
期
。

「
霜

降
」

十
月

二
十
三

日
頃
で

、

初
め
て
霜

の
降
り
る
時
期
と
あ
る
。

と
も
あ

れ
、
十
月
は
最

も
秋
ら

し

さ
を
感
ず

る
月

で
あ

る
。

九
月

は
残
暑
も
あ

る

が
、
十
月

は
天

地

の
間

に
清

冽
の
気

が
み

な
ぎ
る
。

豊
作
を
喜

び
、
「
天

高
く
馬
肥

ゆ
る
候
」

と
健
啖

ぶ
り

を
発
揮
す

る
も
よ

い
。

「
体
育

の
日

」
に
因

み
、
健
康

な
汗

を
流
す

も
よ

い
。

定
め
な

き
秋
窓
に
変
化

の
多

い
雲

を
眺

め

。
～
心

と
秋

の
空

”
と
世

俗
を
嘆
ず

る
も
よ

い
。

「

秋
思

」

の
情

々
、

し

ば
し

「
人
生
」

を
思
う
高
邁

さ
を
持

ち

あ
わ
せ

る

。
ゆ
と
り

”

が
あ

れ
ば

な

お
よ

い
。
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広報よもぎた

戦
後
五
十
年
を
記
念
し
て

玉
松
拝
み
石
及
び
記
念
碑
除
幕
式

蓬
田

村
勲
章

褒
章
受
章
者

の
会

（
坂
本
孫

九
郎
会
長

）
は
、
七
月

二

十
八

日
（
金

）
玉

松
台
場

に
建

立
し

た
玉

松
拝
み
石

及

び
記

念
碑

の
除
幕

式
を
行

い
ま
し

た
。

除
幕

式
に
は
勲
章

褒
章
受
章

者

の
会
員

の
他
工

事
関

係
者
四

十

名

が
参
列
。

神
主
に
よ

る
神
事
で

は

参
列
者

が
次
々
に
玉
串

を
奉
奠
し

ま
し

た
。

玉

松
拝
み
石

は
、
名

勝
「
玉

松
」

を
正
し

い
位

置
か
ら
観

賞
す

る
も

の
で
、
こ

の
位

置
か
ら

は
玉

松
の

幹

が
玉

の
形

に
な
っ
て

い
る
こ
と

を
知

る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、

記
念

碑
は
戦

後
五

十
周
年
を
記

念

す

る
も
の
で

、
石

碑
に
は
「
松

は

語
る
」

と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

除
幕

式
の
後

、
会

場
を
農
業
者

ト

レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
移

動

し
祝
賀
会

が
行
わ

れ
、
完
成

を
祝

う

と

と
も

に
関
係
者

の
労
苦
を

ね

ぎ
ら

い
ま
し

た
。

玉松拝み石・記念碑除幕式から●2



3　●玉松拝み石・記念碑除幕式から

蓬
田
村
勲
章
褒
章

受
章
者
の
会

建
立
し
だ
の
に
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

会
　

長
　
　

坂
　

本
　

孫

九

郎

副

会

長
　
　

大
　

宮
　

金
　

助

副

会

長
　
　

三
　

上
　

雄
　

一

会
　

計
　
　

青
　

木
　

豊
　

作

理
　

事
　
　

坂
　

本
　

増
　

吉

里
　

工
　
　
　

丈
　

一
叉
　
　右
　

一

チ
　

司
　
　

刀
　

オ
　

圭

理
　

事
　
　

福
　

并
　

一
　

衛

理
　
事
　
　
田
　
中
　
勇
　
三

理
　
事
　
　
久
　
慈
　
繁
　
三

理
　

事
　
　

清
　

水
　

専
　

逸

元

理

事
　
　

八
　

戸
　

倉

次

郎

理
　

事
　
　

青
　

木
　

武

智

雄

理
　

事
　
　

八
　

幡
　

重
五

郎

会
　

員
　
　

坂
　

本
　

久

米

八

会
　

貝
　
　

工
　

藤
　

諒
　

逸

会
　
　
貝
　
　
　
吉
　
　
田
　
　
繁
　
　
雄

会
　
員
　
　
稲
　
葉
　
慶
五
郎

会
　

員
　
　

八
　

幡
　

多
　

市

会
　

員
　
　

藤
　

本

治

郎

兵

衛

会
　

員
　
　

久
　

慈
　

祐
　

一

会
　
員
　
　
福
　
浦
　
竹
次
郎

会
　
　
員
　
　
　
宮
　
　
川
　
恒
　
徳

会
　

員
　
　

二
　

唐
　
　
　

久

会
　

員
　
　

田
　

中
　

亀

五

郎

協
　

賛
　
　

八
　

戸
　

良

次

郎

協
　

賛
　
　

村

遺

族

会

会

員

一
同

協
　

賛
　
　

蓬
　
　

田
　
　

村



広報よもぎた

総
合
優
勝
は
中
沢
自
治
会
！

村
民
体
育
祭

七
月
三

十
日
（
日

）
　「
つ
よ

い

心
、
つ
よ

い
身
体
」
を

ス

ロ
ー

ガ

ン
に
自
治

会
対
抗
、
第
三

十
七
回

村
民
体
育

祭
が
村
総
合

運
動
場

に

お

い
て
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

午
前
八
時
四

十
五
分

、
花
火
の

合
図

と
と
も
に
交
通
安

全
協
会
賞

の
か
か
っ
た
入
場

行
進

が
始
ま
り

、

各
自
治
会

は
堂

々
と
力

強
く
行
進

し

ま
し

た
。

好
天
に
恵

ま
れ
た
こ

の
日
、
各

自
治
会
選
手

は
十
九
種
目

の
競
技

つなひき２年連続１位 高根自治会

に
挑
み
、
応
援
の
テ
ン
ト
か
ら
は

盛
ん
に
熱
い
声
援
が
飛
び
か
っ
て

い
ま
し
た
。

地
域
の
名
誉
を
か
け
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
結
果
、
幼
児
リ
レ
ー

や
消
防
団
リ
レ
ー
で
高
得
点
を
得

た
中
沢
チ
ー
ム
が
見
事
、
総
合
優

勝
に
輝
き
ま
し
か
。

主
な
成
績

▼
総
合
の
部

一
位
　

中
沢
（
7
3点

）

二

位
　

広
瀬
（
7
0点

）

三

位
　

郷
沢
（
6
9点

）

▼
入

場
行

進

一
位
　
中
沢

二
位
　
阿
弥
陀
川

三
位
　
宮
本

▼

砲

丸

投

げ
（

男

子

）

一
什
｝
　
福
田
幸
正
（
郷
沢

）
9
m
2
0

二

位
　

坂
本
豊
昭
（
長
科

）
9
m
1
0

三

位
　
三

上
範

夫
（
中
沢

）
８
ｍ
7
7

▼
砲

丸
投
げ
（
女

子
）

一
位
　
久
慈
優
子
（
広
瀬
）
8
m
5
8

二
位
　

大
宮

美
保
子
（

郷
沢

）
６
ｍ
9
9

村民体育祭から●4

第
3
7回



消火も早いが走っても早い消防団リレー

▼
自
治
会
対
抗
リ
レ
ー

一
位
　
高
　
根

二
位
　
瀬
辺
地

三
位
　
中
　
沢

5 ●村民体育祭から

▼
自
治
会
対
抗
綱
引
き

一
位
　
高
　
根

二
位
　
蓬
　
田

三
位
　
広
　
瀬

▼

少

年

綱
引

き

一
．
位
　

長
　

科

二

位
　

中
　

沢

三

位
　

郷
　

沢

▼
高
齢
者
玉
入
れ

一
位
　
長
　
科

二
位
　
広
　
瀬

ゴ
ー
立
　
郷
　
沢

子どももー生懸命、少年リレー

練習の成果が見事レクリエーションダンス

総合優勝は中沢自治会

▼
千
封
女

子
（
中
学

生
以
上

）

一
位
　

森
　

倫
子
（

阿
弥

陀
川
）

二
位
　

八

幡
二
三

子
（
高

根
）

三
位
　

久
慈
育

代
（
広
瀬

）

▼
千
五
百
μ

男
子
（
中
学
生
以

上
）

一
位
　

久

慈
勝
造
（

高
根

）

二

位
　

大

宮
裕
之
（

郷
沢

）

三

位
　

細
谷
佳
久
（
蓬

田

）

三
位
　
稲
葉
ひ
と
み（
高
根
）
6
m
5
1

▼
走
り
幅
跳
び
（
男
子
）

一
位
　
坂
本
大
貴
（
長
科
）

二
位
　
吉
田
智
範（
中
沢
）

三
位
　
久
慈
勝
造（
高
根
）



広報よもぎた

玉 松

海まつり'95

八
月
六
日
（
日
）
、
玉
松
海
水

浴
場
に
お
い
て

。玉
松
海
ま
つ
り

9
5”
が
開
催
さ
れ
多
く
の
海
水
浴

客
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

海
ま
つ
り
は
盛
り
沢
山
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
あ
い
に
く
の
強
風
で
波
も

高
く
海
で
の
ゲ
ー
ム
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

主
催
者
（
村
観
光
協
会
坂
本
祐

一
会
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
さ

っ
そ
く
宝
さ
が
し
が
行
わ
れ
、
砂

浜
に
あ
ら
か
じ
め
埋
め
ら
れ
て
い

る
数
字
が
書
き
こ
ま
れ
た
カ
ー
ド

を
大
勢
の
人
が
探
し
ま
し
た
。
探

し
当
て
た
人
に
は
、
沢
山
の
景
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

砂
浜
で
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
板
の

上
で
尻
相
撲
す
る
「
ド
ン
ケ
ツ
大

会
」
や
、
景
品
が
当
た
る
「
抽
選

会
」
、
二
人
一
組
で
水
の
入
っ
た

風
船
を
割
れ
な
い
よ
う
に
キ
ャ
ッ

チ
す
る
「
爆
弾
ゲ
ー
ム
」
、
「
ど

ろ
ん
こ
幅
跳
び
大
会
」
な
ど
が
行

わ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

今
年
の
海
水
浴
場
は
年
々
施
設

が
整
備
さ
れ
る
お
か
け
で
連
日
多

く
の
海
水
浴
客
が
訪
れ
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

村民野球大会
優勝　 中沢チーム

八
月
十
三
日
（
日
）
、
恒
例
の

村
民
野
球
大
会
（
主
催
村
体
育
協

会
「
八
幡
敏
雄
会
長
」
）
が
ス
ポ

ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
野
球
場
と
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
六

つ
の
自
治
会
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
曇
り
空
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
開
会
式
の
午
前
七
時
四
十

五
分
に
は
青
空
も
見
え
始
め
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
、
昨
年
優
勝
の

阿
弥
陀
川
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
杯
が

返
還
さ
れ
た
後
、
八
幡
敏
雄
会
長

が
「
全
試
合
を
野
球
場
で
の
声
が

あ
り
ま
す
が
日
程
的
に
無
理
が
あ

り
ま
す
。
地
域
間
の
親
睦
を
は
か

る
と
と
も
に
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム

を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し

た
。

試
合
時
間

は
一
時
間
三

十
分
。

各
チ

ー

ム
の
顔

ぶ
れ
は

、
中

学
生

か
ら
高
校
生

、
青
年

、
壮

年
の
世

代

に
渡
り
、

ど
の
チ

ー

ム
も
声
を

掛

合
い
、
励
ま
し

合

い
な
が
ら
試

合

を
し

ま
し

た
。

決
勝
戦
は
昨

年
、
一
昨

年
と
同

じ
阿

弥
陀
川
チ

ー

ム
と
中
沢
チ

ー

ム
で
争

わ
れ
、
特

に
阿
弥

陀
川
チ

ー

ム
に
は
三

年
連
続
優
勝
が
か
か
る

大
事

な
試
合
と
な
り

ま
し

た
。

試

合
は
両
チ

ー

ム
と
も

ミ

ス
も

な
く

引
き
締
ま

っ
た
試
合

と
な
り

、
熱

戦
の
末

、
七
対
二
で
中

沢
チ

ー
ム

が
優
勝
し

ま
し
た
。



新 成 人

・
早
起
き

の

・
晩
酌

に

・
返
事
し

た

・
湯
よ
り

の

笑
顔
が
や

る
気

気
分
し

だ
い
で

声
で

も
わ
か
る

い
い

気（
力
で

あ
ふ
れ
て

る

色
気
出
る

子

の
気
分

も
う
｛
杯

久
　
子

勝
　
美

清
　
乃

年
　
栄

・

気
分

よ
く

・
車
座

の

・
晩

酌
も

・
内

視
鏡

新
成
人
を
祝
う
平
成
七
年
度
、

村
成
人
式
が
八
月
十
四
日
（
月
）

村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
、
新
成
人
四
十
七
名
（
男
二
十

名
、
女
二
十
七
名
、
対
象
者
六
十

八
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
澤
田
年
策
教
育
委
員

長
が
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
、
祝

辞
を
八
戸
良
次
郎
村
長
、
津
島
鐵

男
村
議
会
議
長
に
続
き
、
中
学
校

の
恩
師
で
あ
る
伊
藤
博
彦
（
現
蓬

飲
ん
だ
酒
代

【

升
び
ん

か
ら

妻
の
気
（
″
で

Ｏ

Ｋ
サ

イ
ン
で

病

む
財
布

狄

が
出
る

量

か
わ
る

五
月
晴

中

教
諭

）
先

生

が
述

べ
ま
し
た
。

伊
藤
先
生

は
「
最

後
の
学
年
集
会

で
思

い
出

の
品
を
持

ち
寄
り

タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
作

っ
た
思

い
出
」

や

、「

社
会

と
い
う

『
大
海
』

に
お

い
て
し

っ
か
り

と
己

の
羅
針

盤
を

見
す
え

航
海
し
て
下

さ

い
」

と
激

励
し

ま
し

た
。

こ

れ
に
対
し

、
新
成
人

の
藤
本

正
人

さ
ん

が
「
一
つ
一

つ
の
問
題

解
決

に
向
け
て

全
力
で

ぶ
つ
か
っ

て

い
く
」
、
下

山
奈
美
子

さ
ん
は

「

自
分
は
他
人

の
た

め
に
な
に

が

で

き
る
の

か
、
と

い
う

こ
と
を
考

え

る
こ

と
か
ら
出
発
し

た

い
」

、

坂
本
満

さ
ん
が
「
日

々
の
努
力
を

惜
し

む
こ

と
な
く
、
村

の
発
展

に

貢
献
し
て

い
く
」

と
新

成
人
を
代

表
し
て

誓
い
の
こ

と
ば
を
述

べ
ま

し

た
。
こ

の
後
、
村
長

か
ら
新
成
人

一

人
一
人

に
、
記

念
品

が
手
渡

さ
れ

ま
し

た
。

ま
た

、
村
選
挙
管

理
委

員
会

か
ら
は
「

選
挙
啓
発
」
用

の

オ
リ

ジ
ナ
ル
テ

レ
ホ

ン
カ
ー
ド

が

プ
レ

ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し

た
。

最
後
に
、
「
成
人
の
誓
い
」
を

新

成
人
代
表

の
古
川
利
恵
子

さ
ん

と
成
人
全
員

で
斉
唱
し
成

人
式

を

閉

じ
ま
し

た
。

藤
　
久

勝
　
子

昭
　
夫

勇
　
三

戦
後
最
大
級
と
い
わ
れ
た
台

風
十
三
号
を
免
れ
、

直
ぐ
未
だ
十
四
号
の
影
響
も

な
し
。
出
来
秋
楽
し
み
だ
！

77●川柳北緯41°／成人式から

おめでとう！
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第

十
回
牧
場
ま

つ
り

が
八
月
二

十
七

日
村
営
牧
場

で
開
催

さ
れ
、

村
内
外

か
ら
約
二

千
人

が
訪

れ
蓬

田
牛

の
味
に
舌
鼓

を
う
ち
ま
し

た
。

八
戸

良
次
郎
村
長

が
「
イ

ベ
ン

ト

の
少

な

い
我

が
村

で
す

が
そ

ん

な
中
で

こ
の
牧
場

ま
つ
り
は
最
大

の
イ

ベ
ン
ト

で
す
。

大
勢
参
加
し

て

い
た
だ
き
感
謝
し

ま
す
。
今

後

も
蓬
田

牛
と
し
て
良
質

の
肉
牛

生

産
に
努

め
ま
す
」

と
あ

い
さ
つ

、

坂
本
昭
巳

助
役

が
開
会

を
宣
言

、

花
火

の
号

砲
で

オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。こ
の
日

は
朝

か
ら

曇
り

が
ち

の

あ

い
に

く
の
天

候
で
し

た

が
、

お

昼
近
く

に
は
訪

れ
る
人

も
多
く

な

り
大
型
テ

ン
ト

も
満

杯
。

特
設

ス

テ

ー

ジ
前

も
、
色

と
り

ど
り
の

パ

ラ

ソ

ル
や
テ

ン
ト

が
張

り
め
ぐ
ら

さ

れ
。
家
族
連

れ
や

友
人

グ
ル
ー

プ
が
コ

ン
ロ
を
囲

み
、
網
や

鉄
板

で
う
ま

い
蓬

田
牛

を
味
わ

い
ま
し

た
。ま

た
、
今
回
の
祭
り

に
協
賛
し

た
ア
ラ

ス
カ
会
館
（

青
森
市

）
で

は
、
テ

ン
ト

を
持
ち

込
み
「
日
頃

お
世
話

に
な
っ
て

い
る
方

々
へ
恩

返
し
」

と
、
そ

ば
八
百

食
と
蓬
田

牛
の
モ
モ

肉
の
丸
焼

き
を
約
六
百

人
に
無

料
サ
ー

ビ
ス
し

た
他

、
抽

選
で
二
十

人
に
は
ヒ

レ
ス
テ

ー
キ

を
そ
の
場

で
調
理
し

プ
レ
ゼ
ン
ト
、

大

変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

参
加
コ

ー
ナ

ー
で
は

、
牧
場
ま

つ
り
恒
例

と
な
っ
た

「
桃
太
郎
ト

マ
ト

」
を

み
つ
け
る
宝

探
に
約
百

人

の
チ

ビ
ッ
コ
達

が
集

合
。

斜
面

に
向

か
っ
て
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、

草
地
内

に
隠

さ
れ
て

い
る
ト

マ
ト

を
次

々
に
捜
し
当

て
、
ト

マ
ト

と

引
き
替

え
に
賞

品
が
贈
ら

れ
ま
し

た
。

こ
の
ほ

か
牛
乳
と

ビ
ー
ル
の

早
飲

み
競
争
、

親
子

牛
体
重
当

て

ク
イ

ズ
、
お
楽
し

み
抽
選
会

、
ま

た

ス
テ

ー

ジ
で

は
、
ほ
ろ
酔

い
気

分
で

カ
ラ

オ

ケ
や

踊
り
の
余
興

を

楽
し

む
な
ど
多
彩

に
繰
り

広
げ
ら

れ
ま
し

た
。

参
加
者

は
、
眼
下

に
む
つ
湾

を

見
下

ろ
し

爽
や

か
な
自
然

の
中

で

酒
を
酌

み
交
わ
し

た
り
、
親
子

で

ボ
ー

ル
遊

び
を
し

た
り
と

ふ
れ
あ

い
を
深

め
、
広

い
牧

場
に
は
歌

声

が
響
き

渡
り
楽
し

い
一
日
を
過

ご

し

ま
し

た
。

牧場まつり



戦
没
者
慰
霊
祭

終
戦
五
十
周
年
記
念

村

戦
没
者
慰
霊

祭

が
、
八
月

十

八
日

（
金

）
、
玉

松
台
場

に
お
い

て
行

わ
れ
、
来

賓
及

び
遺

族
会
員

亘

二
十
名

が
参
列
し

ま
し

た
。

午

前
十
時
三

十
分
に
国

旗
を
掲

揚
し

た
後
、
読

経

が
唱
え
ら

れ
ま

し

た
。

そ

の
後

、
八

戸
良
次
郎

村

長

が
祭
文
を
、

坂
本

増
吉
村

遺
族

会
会
長

が
祭
詞

を
読
み
上

げ
、
引

き

続
き
、
追
悼

の
こ
と

ば
を
県
知

事
（
代
読

）
、
県
遺

族
連
合
会
長

、

陸
上
自
衛
隊
第
五
普
通
科
連
隊
長
、

津
島

鐵
男
村
議

会
議
長

が
そ
れ

ぞ

れ
述

べ
ま
し

た
。

村
内

有
志
婦

人
に
よ

る
御
詠
歌

が
流
れ
る
中

、
参
列
者
全
員

が
焼

香

を
行

い
、
そ

の
後
、
八
戸

村
長

と
坂
本
遺
族
会
会

長

が
参
列

者
に

対
し

あ

い
さ

つ
を
述

べ
ま
し

た
。

引

き
続
き

、
自
衛
隊
第
五

普
通

科
連

隊
ラ

ッ
パ
隊
に
よ

る
演
奏
と

銃
剣
道
の
演
武
が
奉
納
さ
れ
た
後
、

戦

後
五

十
周

年
を
記
念
し
玉

松
太

鼓

の
演
奏

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

長寿を祝う 敬 老 会
村農業者トレーニングセンター

九
月
十
四

日
（
金

）
、
長
寿
を
祝

う

村
敬
老
会

が
、
農
業

者
ト
レ
ー

ユ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ

れ
、

お
年
寄
り

と
関

係
者
約
四

百
人

が

出

席
し
ま
し

た
。

八
戸
良

次
郎
村
長

が
「
こ

れ
か

ら
も
健
康

に
留
意

さ
れ
、
百
歳
を

目

標
に
長

生
き
し

て
く

だ
さ

い
」

と
あ

い
さ
つ
。

九
十
七

歳
の
坂
本

米
作
さ
ん
ら

十
四

人

の
長
寿
者
に

顕

彰

状
と
花
束
を

贈
呈

、

九
十
歳

の
大
宮
金
助
さ
ん
に
県
知
事
顕
彰

状
を

伝
達
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ

か
、

八

十
八

歳
と
婚
姻

六
十
年

、
五

十

年

の
健
在
夫
婦
も
顕

彰
、
ま

た
、

七
十
七

歳
を
迎
え

た
三

十
四

名
の

長
寿
者

に
安
全

杖
を
贈
呈
し

、
山

舘
誠

弘
村
社
会
福

祉
協
議
会

会
長

の
万

歳
三

唱
で
式

典
を

終
了
し

ま

し

た
。
昼
食

に
は
出
席

者
全
員

に
折
弁

当
と

ジ
ュ
ー
ス
や
お
酒

が
配
ら
れ
、

三

浦

芸
能
企
画

の
民
謡
や
手

踊
り

の
ア
ト
ラ

ク

シ
ョ

ン
で
楽
し

い
一

日
を
過

ご
し
ま
し

た
。



広報よもぎた

第四回

前
回
か
ら
の
続
き
で
す
。

ト
イ
レ
の
改
造
を
行
っ
て
か
ら
１
ヶ
月
ほ
ど
経

っ
て
、
保
健
婦
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
結
局
新
し
く
し
た
ト
イ
レ
は
使
う

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
元
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

を
使
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
「
そ
ん
な

は
ず
は
な
い
」
と
思
い
な
が
ら
、
２
時
間
半
か
け

て
車
で
Ｂ
さ
ん
の
家
へ
か
け
つ
け
た
と
こ
ろ
、
そ

こ
に
は
私
か
描
い
た
図
面
と
は
ま
っ
た
く
違
う
ト

イ
レ
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
違
う
と
こ
ろ
は
、
私

の
図
面
で
は
便
器
は
出
入
口
の
方
を
向
き
、
便
器

の
前
に
は
ｌ
ｍ
以
上
の
空
間
が
あ
り
、
手
す
り
を

利
用
し
て
楽
に
立
ち
座
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
実
際
の
ト
イ
レ
は
便
器
の

歩きたい／

まずは､車イスから平行棒へ移る練習

前
面

が
壁

の
方
に
向

き
、
し

か
も

壁
か
ら
3
0
m
も

離
れ
て

い
ま

せ
ん
で
し

た
。
こ

れ
で
は
座
る

の
も

立
つ
の
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
な
人
で

も
大
変
で
す
。

障
害
の
程
度

に
も
よ

り
ま
す

が
、

一
般
に
障
害
を
持
っ
た
人
が
楽
に
立
ち
上
が
る
に

は
、
最
低
で

も
前
方
に
6
0
m以

上

の
空
間

が
必
要

な
の
で
す
。
Ｂ

さ
ん
は
最

初
の
２

～
３
日
は

が
ん

ば
っ
て

い
ま
し

た

が
、

と
う

と
う
ト

イ
レ
で

立
ち

座

る
こ
と

に
疲
れ
て
し
ま

っ
た

の
で
し

た
。

こ
の
こ

と
は
、
「
こ

れ
ぐ

ら

い
な
ら
大
丈

夫
だ

ろ
う

」
と

い
う

健
康
な
人

の
お

ご
っ
た
気
持
ち

と

大
工

さ
ん

の
人

間
と

い
う

も
の
に
対

す
る
知
識

の

無

さ

が
招

い
た
「
大
失

敗
」

だ
と
言

え
ま
す
。

建

物
は
そ

の
ほ
と
ん

ど
を
人

間

が
使

っ
て

い
ま
す
。

ま
ず

家
を
建

て
る
な
ら

、
人
間

の
勉
強
か
ら
始

め

な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し

、
今
の
建

築
技

術
者
に
対
す

る
教
育
制
度

に
は
人
間

に
つ

い
て

学

ぶ
教
科
は

ほ
と
ん

ど
あ
り

ま
せ

ん
。

こ
れ

か
ら
は

「

い
か

に
う

ま
く
家
を

建
て

れ
る
か
」
で
は

な
く

「
い
か
に
そ
こ
に
住
む
人
に
と
っ
て
生
活
し
や
す

い
家
か
」

を
考
え
な
け

れ

ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま

た
、
私

も
直
接
大
工

さ
ん

と
話
を
し
な

か
っ

た
こ

と
を
悔
や
み
ま
し

た
。
「
せ

っ
か
く
息
子

が

送
っ
て
く

れ
た
６
万
円

が
無

駄
に
な
っ
た
」

と
泣

く
Ｂ

さ
ん

と
、
「
親

戚
の
大
工

さ
ん
に
や
り

直
せ

と

い
う
こ

と
は
で
き

な
い
」

と
言
う

奥
さ
ん

の
間

(車イスに乗って初めてのリハビリ教室へ参加)

に
座
り
、
自
治
体
か
ら
の
わ
ず
か
の
家
屋
改
造
の

助
成
金
（
５
～
６
万
円
）
制
度
の
一
般
化
と
、
障

害
者
に
関
す
る
知
識
の
あ
る
建
築
技
術
者
の
養
成

を
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
実
感
さ

せ
ら
れ
た
出
来
事
で
し
た
。
結
局
、
大
工
さ
ん
が

暇
な
時
期
に
な
っ
た
ら
直
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
ん
の
「
便
器
の
向
き
」

が
障
害
を
持
っ
た
人
や
そ
の
家
族
に
、
こ
れ
ほ
ど

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
経

験
し
、
あ
ら
た
め
て
「
家
屋
改
造
」
と
い
う
も
の

の
重
要
性
が
わ
か
っ
た
の
で
し
た
。

特別寄稿“蓬田村の皆さんべ●10

（
次
号
を
お
楽
し

み
に
／

）

『これくらいなら大丈夫だろう』

と考えるのはやめましょう

“
特
別
奇
稿
（
蓬
田
村
の
皆
さ
ん
へ
）
”

皆
さ
ん
は
今
住
ん
で
い
る
自
分
の
家
に
一
生
住
め
る
と
思
い
ま
す
か
？

弘
前
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

金
沢

善
智
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受けて安心ガン検診・学んで実行ガン予防

【
胃
ガ
ン
検
診
を
受
け
ま
し

よ
う
　
　

】

毎

年
九
月
は
ガ

ン
征
圧
月

間
。

青

森
県
で

は
胃

の
集
団
検

診

が
始

ま

っ
て
今
年
で
三

十
年

に
あ

た
る

そ
う

で
す
。
胃

ガ
ン
は

ガ
ン
の
中

で
も
発
見
率

が
高
く
早
期

ガ
ン
で

の
発
見
率
も

高
く
な
っ
て

き
た

の

で
、
毎
年
検

診
を
受
け
て

い
れ

ば

早
期
の
う
ち
に
見
つ
か
る
も
の
が
多

く
、
早
期
で

み
つ
か

る
ほ
ど
救
命

率
が
高
く
な
る
為
、
毎
年
受
診
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

村
の
胃

ガ
ン
検
診
を
受
け

ら

れ
た

方
で
、
早

期
の
胃

ガ
ン
が
発
見

さ

れ
治
療
し

た
結
果
、
元
気

な
毎
日

を
過
し
て
い
る
方
が
何
人
も
い
ま

す
。各
地
区
の
保
健
協
力
員
が
皆
さ

ん
の
家
を
一
軒
ず
つ
ま
わ
り
受
診

を
す
す
め
て
も
、
毎
年
受
け
る
人

は
毎
年
受
け
、
受
け
な
い
人
は
一

度
も
受
け
な
い
と
い
う
受
診
者
の

固
定
化
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
毎
年
、
な
ん
ら
か
の
ガ
ン
で

亡
く
な
っ
て
い
る
人
達
は
、
村
の

検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
自
覚

症
状
が
出
て
き
て
か
ら
病
院
で
み

て
も
ら
っ
た
時
に
は
、
す
で
に
手

遅
れ
だ
っ
た
と
い
う
人
も
毎
年
み

「
大
腸
ガ
ン
検
診
も
受
け
ま
し

よ
う
　

」

村
で
行
う
胃
ガ
ン
検
診
の
時
に

一
緒
に
行
っ
て
い
る
の
が
大
腸
ガ

ン
検
診
で
す
。
血
便
や
肛
門
出
血

な
ど
は
重
要
な
大
腸
ガ
ン
の
症
状

で
す
か
ら
、
壮
年
期
に
な
っ
た
ら

ト
イ
レ
の
際
に
、
よ
く
自
分
の
ウ

ン
チ
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

痔
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
痔
の

出
血
と
思
い
こ
ん
で
い
る
間
に
ガ

ン
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
定
期
的
に
外
科
や
肛

門
科
で
診
察
を
受
け
て
お
く
べ
き

で
し
ょ
う
。
大
腸
深
部
の
ガ
ン
の

場
合
は
、
目
で
見
て
わ
か
る
よ
う

な
血
便
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も

多
い
の
で
、
便
の
潜
血
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
大
腸
ガ
ン
検
査
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

大
腸
ガ
ン
検
診
は
、
配
布
さ
れ

た
合
紙
タ
イ
プ
の
採
便
容
器
に
、

原
則
と
し
て
２
日
分
の
便
を
薄
く

ぬ
り
の
ば
す
だ
け
で
終
り
ま
す
。

普
段
便
秘
が
ち
な
人
は
２
日
続
け

て
便
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
一
回
目
の
便
を
と

っ
た
後
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
冷

凍
保
存
（
冷
凍
庫
に
入
れ
る
の
は

ち
ょ
っ
と
で
き
な
い
と
い
う
人
は

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
氷
を
入
れ
て

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
検

診
で
み

つ
け
れ
る
も

の
は
特

に
、

今

ま
で
受
診
し
た
こ

と
の
な

い
人

ほ

ど
、

ぜ
ひ
一
度

は
検
診
を
受
け

て
ほ
し

い
と
思

い
ま
す

。

今

年
度

の
総
合

健
診
は

、
九
月

の
八
日
間

と
来

年
一
月

の
一
日
間

各
地
区

の
公
民
館

で
行

い
ま
す

。

回
覧
板

等
で
日

程
等
確
認
し

、
保

健
協
力

員
に
受
診

申
し

込

み
を
し

て
下

さ
い
。
ま

た
、
今
年
度

は
、

歯
科

健
診
も
同
時

に
行

い
ま

す
。

歯

か
お

る
人
も
入

れ
歯
を
使

っ
て

い
る
人
も
、

囗
の
中

の
病
気

を
み

つ
け

る
よ

い
機
会

と
も
な
り

ま
す

の
で

進
ん
で
み
て

も
ら

い
ま
し

よ

保

存

）
し

、

２

回

目

の

便

を

と

っ

て
下

さ

い
。

便
は

ご
く
薄
く
ぬ

る
こ
と

が
大

事
で
す
。
厚

く
ぬ
る

と
精
度
の
高

い
検
査

が
で
き
な

い

為

に
、
検
診

セ
ン
タ
ー

の
検
査
技

師
が
水
で
う
す

め
て

ぬ
り

な
お
し

て

検
査
を
し
て

い
る

の
だ
そ
う
で

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

大
腸

ガ
ン
検
診
で

便
潜
血
検
査

が
陽

性
と
な

っ
た
場
合

は
、
専
門

の
医

療
機
関

で
、
大
腸
内

視
鏡
検

査

（
カ
メ
ラ

）
や
浣
腸

エ
ッ
ク

ス

線
検
査
（
腸

に

バ
リ

ウ

ム
を
注
入

し

て
レ

ン
ト

ゲ
ン
撮
影

を
行
う

検

査

）
を
行

い
ま
す

が
、
早
期

の
う

ち
に

ガ
ン
が
発
見

さ
れ
れ

ば
、
ほ

ぼ
９
割

の
人

が
助

か
り
ま
す
。
又

う
。
年
令
制
限
は
な
く
誰
で
も
み

て
も
ら
え
ま
す
。
高
根
地
区
の
皆

さ
ん
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
歯
科
医
の
診
療
の
関
係
で

高
根
会
場
で
は
実
施
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
広
瀬
会
場
で
胃
ガ
ン
検
診

を
受
け
な
が
ら
歯
科
健
診
も
受
け

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
り
ょ
う
し
ょ
う
下
さ
い
。

ポ
リ
ー

プ
の
発
見
等

も
さ
れ
て

い

ま
す
の
で

、
胃

ガ
ン
検
診
と

セ
ッ

ト

で
受
診
す

る
こ

と
を
す
す

め
ま

す

。
大
腸

ガ

ン
は
で

き
る
部
位

に

よ
っ
て

は
人
工

肛
門

が
必
要

に
な

る
な

ど
生

活
に
障

害
を
も

た
ら
す

場
合

も
あ
り
ま
す

。
若

い
頃

か
ら
、

気
軽

に
で
き

る
大
腸

ガ
ン
検
診
、

あ

な
た
も
毎

年
受
け
て
み

ま
せ
ん

か
。

11●保健コーナー

9月はガン制圧月間



蓬
田
地
区
の
こ
と
ぶ
き
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
が
、
地
域
特
産
品
づ

く
り
や
消
費
者
交
流
活
動
な
ど
を

実
践
し
農
村
地
域
の
活
性
化
に
尽

力
し
た
功
績
と
、
今
後
の
農
業
農

村
振
興
の
模
範
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
、
青
森
県
知
事
か
ら
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

グ
ル
ー
プ
は
、
青
森
県
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
長
か
ら
も

活
動
成
果
が
農
村
地
域
の
活
性
化

を
推
進
す
る
上
で
模
範
な
る
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
ぶ
き
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

は
三
十
一
年
前
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
何
十
人
も
い
た
会
員

が
現
在
は
七
人
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
受
賞
を
契
機

に
ま
た
が
ん
ば
る
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

こ
と
ぶ
き
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

広報よもぎた

最
優
秀
賞
！

蓬田村民号

◇旅行期間　11 月９日(木)～10 日臺

◇募集人員　120名

◇旅行代金　26,500円

◇募集締切日　10 月26日(木)

月　　日 行　　　　　　　　　　　　　程 食事 宿　　泊

11/  9

(村

蓬 田 役 場　　 送迎バス　　　蟹 田 駅　　　 海峡７号　　　函 館 駅　　　 貸切バス

11:50　　　　　　　　　　　　　　12:36　　　　　　　　　　　　　　14:49
一

昼

夜

湯川 温泉

湯ノ川

プ リンスホテル

00138-57-3911
~ 函 館 山 眺 望- ホ テ ル

17 : 00頃

11/10

窗

ホ テ ノじど　 貸切バス　　元 町 公 会 堂　　　　 五 島 軒　　　　 函 館 フ リ ー タ イ ム

9:00 頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昼食）12 : 00
朝
昼
－

函 館 駅 集 合　 函 館 駅　　 海峡12号　　 蟹 田 駅　　 送迎バス　　 蓬 田 役 場

13 : 30　　　　　13 二58　　　　　　　　　　　16:07　　　　　　　　　　　　16:30頃

輸 送機関、天候等で変更 になる場合 もあり ます。　９･お 部屋は男女別部屋 とな ります。 【添乗員 同行】

蓬田村民号●12

くつろぎの旅

◇集 合 場 所　当日、蓬田村役場前に11:30

分まで、お集り下さい。

お申し込み、お問い合わせは

四

回

東 京都知事登録 国内旅行業 第2743 号

〒038青森県青森市柳川ＩＴ目1 番1号

国内旅行業務取扱主任者　安田　洋二

J･ﾏ ぴ ゅ５ プ ラザ青森　Q0177-22-6679

四

回

蓬　　 田　　 村　　 役　　 場
ｆ１　0174-  2.1-1 １ １ １

Ｊ　 Ｒ　　 蓬　　　　　　　 田

f1　0174  - 2 7-3 1 1 1
蓬 田 商 工 会 ・蓬 田 観 光 協 会

f1　0174-  2  7-245  0
蓬　 田　 漁　 業　 組　 合

f1　0174-  2 7-2006
蓬 田 村 連 合 婦 人 会

四

回

Ｊ Ｒ 蓬 田 駅

a 0174-27-2Ⅲ



広報よもぎた

お
知
ら
せ

相
談

所

開

設

村

民
の
み

な
さ
ん

が
毎
日

の
暮

ら
し

の
中
で

、
行
政
の
行
う

仕
事

に
つ

い
て

の
苦
情
や
要
望
意

見
等

の
相
談
に
応
じ

る
特
設
行

政
相
談

所

を
左
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

今
回
は

、
青
森
行
政

監
察
事

務

所

か
ら
職
員

が
特
別
に

立
ち
会

い

相

談
に
応
じ

る
こ

と
に
な
っ
て

い

ま
す
。
▽
苦
情

を
直
接
申
し

出
に
く

い

▽

ど
こ

へ
申
し
出

た
ら
よ

い
か
わ

か
ら
な

い
▽
苦
情

を
申
し

出

た
が

そ
の

処
置
に
納
得
で

き
な

い
▽
処

置

が
ま

ち
か
っ
て

い
る
Ｉ

な

ど
の

場
合

、
気
軽

に

ご
利
用
く

だ
さ

い
。

相

談
内
容
に

つ
い
て
は
秘

密
を

厳
守
し

ま
す

の
で

ご
安
心
く

だ
さ

い
。

な
お
、
相

談
は
無
料

で
す
。

日
　
時
　
平
成
七
年
十
月
二
十
一

日
（
土
）
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で

相
談
員
　
○
蓬
田
村
行
政
相
談
員

森
　
　
　
清
　
秀

○
青
森
行
政
監
察
事
務

所
職
員

問
い
合
わ
せ
先
蓬
田
村
役
場
　
総
務
課

蓬
田
村
乳
幼
児
医
療
費

わ

が
村

で
は
乳
幼
旧
人
の
保
健

の

向
上
に
寄
与

す
る

こ
と
を
目
的

に

平

成

五

年

十
月

一
日

よ
り

乳

幼

児
（
○

歳
児
か
ら

一
歳
児

）
に
対

し
医
療

費
の
給
付

を
し

て

い
ま
す

が
、

平

成

七

年

十
月

一

日
よ

り

対
象

が
拡
大

さ
れ
、
○
歳
児

か
ら

三

歳
児

ま
で
の
乳

幼
児

が
対
象

と

な
り
ま
す

。
主

な
改
正
は
次

の
と

お
り

で
す

。

一
、
給

付
対
象

者

（
現
行

）

○

歳
児
か
ら

一
歳
児
（
誕

生
日

の
属

す

る
月

の
末
日
ま

で
）

（

改
正

）

○
歳
児

か
ら
三

歳
児

（
誕
生
日

の
属
す

る
月

の
末
日
ま

で
）

二
、
給
付
の
内

容

（
現
行

）

○
歳
児

日

入
院

、
通
院
時

の
保
険
適
用

分

の
自
己

負
担

額

凵
入

院
時

の
食
事
療
養
費

一
歳
児

］
」
通
院

時
の
保
険

適
用
分
の

自

己
負

担
額

（
改
正

）

○
歳
児

か
ら
三

歳
児

と
も

凵
‥
入

院
、
通
院
時

の
保
険

適
用

分

の
自
己
負

担
額

口

入

院
時
の
食

事
療
養
費

三
、

給
付
の
方
法

今
ま
で
と
同
じ

で
次
の

と
お
り

で
す
。
国

保
加
入

の
○
歳
児

入
院
、
通

院
の
時
、
受

給
者

証
を
窓
口

に
提
示

す

る
だ
け

で

保
険
適
用

分
の
支
払

い
は
要

り

ま
せ
ん
。

た

だ
し

、
入
院
時
食

事
療
養

費
は
支

払
い
し

、
領
収
書

を
持

参
の
上

役
場
民
生
課

に
申
請
し

て
く

だ
さ
い
。
保
護
者

指
定
の

口
座
に

振
り
込
み
し
ま
す

の
で

申
請

の
際
、
口
座
番
号

を
お
知

ら
せ
く

だ
さ

い
。

国
保
加
入

の
一
歳
児

か
ら
三

歳

児
と
社

保
加

入
の
○
歳
児

か
ら
三

歳
児
入
院
、
通
院
と
も
支
払
い
が

必
要
で
す
。
領
収
書
を
持
参
の

上
役
場
民
生
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
保
護
者
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
し
ま
す
の
で
申
請

の
際
、
口
座
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生
課

保
健
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。の

講
演
会
」
開
催

・
実

施

日
　

平

成

七

年
十

一

月

十

六
日
（
木

）午

前
十
時

～
十
五

時

・
実
施
場
所
　

青
森
市

文
化
会
館

四

階
　

中
会
議

室

・
内
　
　

容

講
　

演
テ
ー

マ
「
精
神

障
害
者
の
社

会
参
加

を
す
す
め
る
た
め
に
」

講
　

師
（
財

）
北
海
道
精
神
保

健
推

進
協
会
　

理
事
長

北
海

道

デ
イ

ケ
ア

セ

ン
タ
ー

所
長
　
　

伊
東
　

嘉
弘

な
お
当
日

「
精

神
障
害
者

が
地

域
で
安
心
し

て
暮
ら

す
た
め

に
」

を
テ
ー

マ
に

シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
も

開

催
し
ま
す
。

『
・
参
加

料
　

無
料

自
衛
官
募
集
案
内

左
記

の
種
目
に
つ
い
て
募
集
し
ま
す

●

防
衛
大
学

校
生

●

防
衛
医

科
大

学
校
生

●

看
護
学

生

■

受
付
期
間

○

防
衛
大

学
校
生

七
月
九
月

一
八
日
（
月

）
～
十
月

十
六
日
（
月

）
ま
で

○

防
衛
医

科
大
学
校

生

七
年

九
月

十
八
日
（
月

）
～
十
月

十
六
日
（
月

）
ま
で

○
看
護

学
生

七
年

九
月
十
八
日
（
月

）
～
十
月

二
〇

日
（
金

）
ま

で

■

試
　

験
　

日

○
防
衛

大
学
校
生

二

次
）
十
一
月

十
一
日
（
土

）

～

十
二

日
（
日

）

○
防

衛
医

科
大

学
校
生

二

次

）
十
一
月
四

日
（
土

）
～

五

日
（
日

）

○
看

護
学
生

二

次

）
十
月
三

一
日
（
火

）

一

応
募
資
格

13 ●各課からお知らせ

の
給
付
が
変
わ
り
ま
す

特
設
行
政

「
精
神
障
害
者
の
社
会

参
加
を
す
す
め
る
た
め

場
　
所
　
蓬
田
村
中
央
公
民
館
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○
防
衛
大

学
校
生
　

○

防
衛
医

科

大
学
校

生
　

高
等

学
校
卒
業
者

（
見
込

み
の
者

を
含
む

）
二

十

匸
成
未

満
の
男
女

○

看
護
学

生

高
等
学
校

卒
業
者

（
見

込
み

の

者
を
含

む
）
二
二
歳
未
満
の
女
子

○

問

い

合

わ

せ

○

自

衛

隊
青

森

地

方

連

絡

部

青

森

募

集

案

内

所

登

（

三

五

）
　一

七

五

一

〇

蓬

田

村

役

場

総

務

課

登

○
一
七

四
（
二

七

）
二

一
一

時

短
奨
励
金
制
度

中

小
企
業
の

皆
さ
ん
へ

労
働
時
間
短

縮
支
援

セ
ン
タ
ー

青
森

県
支
部
で

は
、
週
四

十
時
間

労
働
制

が
猶
予

さ
れ
て

い
る
労
働

者
三
百

人
以

下

の
中

小
企
業

の
時

短
を

応
援
す

る
た
め
に
、
省

力
化

投

資
等

又
は
新

た
な
雇
入

れ
を
行

い
週
所

定
労
働
時

間
を
短
縮
し

た

際
に
最

高
三

七
五
万

円

の
奨
励

金

を
支
給
し

て

い
ま

す
。

時
短

に
取

り
組

む
中
小
企

業
事

業
主

さ
ん

は
、
積
極

的
に

ご
活
用

く
だ
さ

い
。

（
注

）
既
に
週
四

十
時
間

労
働
制

が

支給額

一。　　　　 常時雇用す る辻 匹 ケ

所定労働時 間数
1~30人 31～100人 101～300人

１時間以上２時間未満 25万円 75万円 150万円

２　　時　　間　　以　　上 50万円 150万円 300万円

３時間以上短縮し、かつ
週40時間を達成した場合

75万円 200万円 375万円

適
用

と

な

っ
て

い

る

金

融

業

・

通

信

業

等

や

、

特

例

措

置

の

対

象

と

な

っ

て

い

る

労

働

者

が

九

人

以

下

の

商

業

、

映

画

・
演

劇

業

、

保

険

衛

生

業

及

び
接

客

娯

楽

業

の

事

業

場

は

支

給

対

象

に

な

り

ま

せ

ん

の
で

ご

注

意

く

だ

さ

い
。

☆

時

短

奨

励

金

制

度

の

詳
し

い
内

容

に

つ

い
て

は

、

左

記

ま

で

お

問

い
合

せ

く

だ

さ

い
。

労
働

時

間

短

縮

支

援

セ

ン

タ

ー

青

森

県

支

部

（

青

森

県

労

働

基

準

協

会

連

合

会

内

）

〒

○
三

〇

青

森

市

青

柳

二

Ｊ
目

ニ

ー

六
　

労

働

基

準

会

館

登

○

一

七

七

（
七

七

）
四

六
八

六

Ｆ

Ａ

Ｘ

Ｏ
一
七
七
（
七
五

）八

一
〇

九

火
災
に
備
え
て

各課からお知らせ●14

の

ご
案

内

火災編



広報よもぎた

み～つけた　 93.94

玉
松
海
水
浴
場
清
掃
奉
仕
！

九
月

十
一
日

（
月

）
、
徳
誠
園

（
青
森
市
四
戸
橋

）
の
園

生
三

十

三
名
が
玉
松
海
岸
周
辺
の
ゴ
ミ
清

掃
と
、
駐
車
場

側
の
ト
イ

レ
掃
除

を
し

て
く

れ
ま
し

た
。

集

め
た

ゴ
ミ
は
燃
え

る
ゴ
ミ
と

燃
え

な

い
ゴ
ミ
に
分
け
て

処
分
す

る
た
め
園
に
持

ち
帰
っ
て

く
れ
ま

し

た
。
徳
誠
園
で

は
、
こ

の
ほ
か
中
沢

駅
の
清
掃
を
春

と
秋
の
二

回
実
施

し

て
い
ま
す
。

９月19 日、雷雨が村内を襲い、

中で も郷 沢地区には直径 １．２

センチ大 の雹 が雪 のように積

もってい た。

慰
霊
祭
で
灯
し
た
ロ
ー
ソ
ク
の

な
だ
れ
が
、
ま
た
ま
た
（
本
誌
平

成
四
年
九
月
号
）
変
か
っ
た
形
に

な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
私
達
を
マ

ブ
ラ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

村
民
祭
は

1
1月
３
日
（
金
）
か
ら

1
1月
４
日
（
土
）
ま
で

農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

表定予事行月1
0 １３

（

‥ｊ
Ｑ

）

１冖
○
１７１―

（
Ｚ３ｎ

乙
４
（
‥乙

６り
乙

９ｎ
乙

０３１３ 日

日火月日月火上月火木日月火 曜

日
曜
開
館
　
書
道
教
室
　
Ｂ
時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

日
曜
開
館

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

健
康
ま
つ
り
　
2
2日
ま
で

村
ト
レ
セ
ン

行
政
相
談
　
1
0時
～
1
6時

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

股
脱
健
診
　
９
時

村
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
９
時

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

総
　
務
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

体

育

協

会

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

担
　
当

15●行事予定／み～つけた

徳
誠
園
生



上
水
道
整
備
事
業
始
ま
る

人口と 総世帯

(８月31日現在)

総人口3,858人
男　1,846人
女　2,012人
世帯数1,047世帯

フ・８月受付分

お誕生おめでとうございます

県
内
で
上
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
の
は
本
村
だ
け
で
あ
り
ま

す
。現
在
村
内
に
あ
る
三
十
七
の
水

道
の
内
訳
は
登
録
さ
れ
て
い
る
簡

易
水
道
が
二
、
小
規
模
水
道
が
十

六
、
個
人
井
戸
が
十
九
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
に
は
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

水
道
は
住
民
の
健
康
で
文
化
的

日
常
生
活
や
産
業
経
済
を
支
え
る

最
も
重
要
な
基
盤
施
設
の
一
つ
で

あ
り
、
ま
た
恒
久
的
施
設
で
あ
り

ま
す
。
村
の
将
来
計
画
を
見
込
ん

長男

長女

長男

長女

弘　一

里　美

義　幸

由紀子

勝

美代子

勝

美代子

かず き
田 中 一 輝

か　
い

倉 内 夏 衣

ゆう　き横 内 勇 希

さ　き
横 内 咲 希

ご結婚おめでとうございます

だ
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
水
道
整

備
事
業
は
最
重
要
課
題
と
い
え
ま

す
。村
で
は
こ
う
い
う
状
況
を
踏
ま

え
、
将
来
的
に
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
安
全
な
水
を
供
給
す
る
た
め

今
年
度
よ
り
上
水
道
整
備
事
業
に

着
手
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
基
本
計
画
、
電
気
探

査
、
テ
ス
ト
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施

来
年
度
認
可
設
計
、
九
年
度
よ
り

工
事
着
工
、
十
三
年
度
完
成
目
指

し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

体力つくり強調月間
さわやかな 汗をかく顔 いい笑顔

戸籍の窓口／上水道整備事業始まる●16

戸籍の

窓　口

越　田　 達　 也（広　瀬）

坂　 本　あさ子（中　沢）

後　 藤　一二三（平内町）

高　田 綾　 子（郷 沢）

山　 囗　昭　二（中　沢）

久　 慈　ひろみ（瀬辺地）

川　崎　憲　二（広　瀬）

高　田　 恵　美（郷 沢）

木　戸　 靖　夫（瀬辺地）

濱　田　 由佳子（蓬　田）

おくやみ申し上げます

川崎　光雄（広　　瀬65 歳）

阿保　惣吉（広　　瀬80 歳）

八戸　マメ（阿弥陀川84 歳）
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